
　「阿久比町凧あげ大会」が１月１０日に開催されます。萩地区では２０１０年の干支「寅」
を大凧に描きました。凧作りに携わった皆さんは「２０１０年の夢と希望を凧に託し、天高く
舞い上がってくれることを願います」と笑顔で話していました。
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新年のごあいさつ 

２００９年を振り返る 

新成人に聞く 

あぐいぶらり旅 

ページ 

　阿久比町長と阿久比町議会
議長から新年のごあいさつ。 

　２００９年の阿久比町の一年間
を振り返る。今年もいろいろあり
ました。 

　２０歳になって思うこと、将来
の夢、社会に望むことなどを新
成人が語りました。 

　阿久比神社周辺をぶらり。地
区で守り続けている石造物は…。 
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ま
っ
た
大
切
な
も
の
を
思
い
出
さ
せ
て
く

れ
る
そ
ん
な
「
寅
さ
ん
」
で
し
た
。
笑
い

の
中
に
も
、
日
本
人
の
心
の
基
と
な
る
情

景
が
描
か
れ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
阿
久
比
町
も「
蘭
」

の
花
の
香
り
が
風
に
乗
っ
て
運
ば
れ
て
く

る
よ
う
な
、
美
し
い
人
情
味
あ
ふ
れ
た
町

に
し
て
い
き
た
い
と
寅
年
の
初
め
に
思
い

ま
し
た
。

近
況
に
つ
い
て

　

昨
年
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を

発
っ
し
た
、
ト
ヨ
タ
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
で
経
済

が
大
不
況
に
陥
り
ま
し
た
が
、
予
算
化
し

た
事
業
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

小
中
学
校
の
耐
震
化
施
設
改
修
事
業
も

進
み
、
来
年
度
で
耐
震
化
率
百
パ
ー
セ
ン

ト
が
達
成
で
き
ま
す
。
坂
部
駅
の
踏
切
対

策
事
業
も
完
成
し
、
安
全
確
保
と
道
路
整

備
が
で
き
ま
し
た
。
防
犯
で
は
地
域
防
犯

活
動
の
た
め
に
「
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
」
を
四
学
区
に
一
台
ず
つ
配
車
し
ま

し
た
。子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
ぐ
ぴ
っ

ぴ
」
の
利
用
も
盛
況
で
、
親
子
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
「
憩
い
の
場
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

名
鉄
阿
久
比
駅
に
特
急
が
停
車
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
名
古
屋
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
が
各
段
に
良
く
な
り
、
団
地
開
発

も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
工
業
団
地
内

に
も
新
企
業
が
開
業
し
、
多
く
の
社
員
の

方
が
通
勤
し
、
昼
間
人
口
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

町
政
へ
の
舵
取
り

　

国
政
で
は
、
民
主
党
へ
の
政
権
交
代
が

あ
り
、
政
策
も
大
き
く
方
向
転
換
さ
れ
て

い
ま
す
。
生
活
に
支
障
が
起
き
な
い
よ
う

情
報
収
集
と
正
確
さ
を
職
員
に
徹
底
さ
せ

ま
す
。

　

経
済
も
不
況
の
立
ち
直
り
の
出
口
が
い

ま
だ
に
見
え
な
い
状
態
で
す
。
町
の
税
収

の
落
ち
込
み
は
免
れ
ず
、
来
年
度
の
予
算

編
成
は
厳
し
い
状
況
で
す
。
そ
の
よ
う
な

中
に
あ
っ
て
も
「
生
活
第
一
」
を
基
本
に
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
な
ら
な
い
よ
う

職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
町
民
の
皆
さ
ん
の

立
場
に
立
っ
た
行
政
運
営
を
進
め
ま
す
。

今
年
の
目
標

　

町
内
循
環
バ
ス
の
検
討
、
英
比
学
区
内

の
保
育
園
統
合
、
調
整
区
域
内
の
下
水
道

整
備
問
題
が
重
点
課
題
で
す
。
水
道
水
の

安
定
供
給
の
た
め
に
タ
ン
ク
建
設
も
早
急

に
進
め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

現
在
第
五
次
総
合
計
画
を
策
定
中
で
す
。

来
年
度
中
に
は
、
今
後
の
阿
久
比
町
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
し
て
い
き
ま
す
。

　

十
月
に
愛
知
県
名
古
屋
市
で
生
物
多
様

性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議（
C
O
P　

）
１０

が
行
わ
れ
、
阿
久
比
町
で
も
、
全
国
ほ
た

る
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ホ
タ
ル
を

始
め
と
す
る
多
く
の
生
物
が
生
息
で
き
る

自
然
環
境
を
大
切
に
し
て
い
る
阿
久
比
町

は
、
積
極
的
に
C
O
P　

へ
参
加
し
て
い

１０

き
ま
す
。　

　

私
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
基
本
理
念
は
、

「
安
全
・
安
心
・
安
定
」
を
基
本
に
、
ホ

タ
ル
と
共
生
で
き
る
恵
ま
れ
た
自
然
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
利
便
性
の
良
い
誰
も
が

健
康
で
元
気
に
過
ご
せ
る
快
適
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
清
祥
を
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
の
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「
男
は
つ
ら
い
よ
」

　

平
成
二
十
二
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
明

治
か
ら
数
え
れ
ば
百
四
十
三
年
、
大
正
か

ら
は
九
十
九
年
、
昭
和
か
ら
は
八
十
五
年
、

西
暦
で
い
え
ば
二
〇
一
〇
年
で
す
。

　

私
は
西
暦
で
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
が

苦
手
で
す
。
頭
の
中
で
算
数
が
始
ま
っ
て

し
ま
い
、
そ
の
年
代
の
記
憶
が
よ
み
が
え

り
ま
せ
ん
。
と
い
っ
た
訳
で
、
若
い
世
代

か
ら
笑
わ
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
年

の
初
め
に
は
必
ず
「
昭
和
何
年
に
な
る
の

か
」
を
確
認
し
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
寅
」
で
す
ね
。
そ
こ

で
思
い
出
す
の
が
、
映
画
『
男
は
つ
ら
い

よ
』
の
�
フ
ー
テ
ン
の
寅
�
こ
と
、「
車
寅

次
郎
」
で
す
。
寅
さ
ん
を
演
じ
た
渥
美
清

さ
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
多
く
の
国
民
に

愛
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
高
校
生
の
と
き
に

こ
の
映
画
に
出
会
い
、
何
度
も
こ
の
シ

リ
ー
ズ
を
見
て
は
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
幸

せ
な
気
分
に
浸
っ
た
も
の
で
す
。
お
正
月

に
観
賞
す
る
に
は
最
適
な
映
画
で
し
た
。

私
た
ち
が
何
処
か
へ
置
き
去
り
に
し
て
し
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子
ど
も
た
ち
は
、
将
来
に
対
す
る
夢
や
希

望
を
抱
き
、
目
標
に
向
か
っ
て
自
ら
の
人

生
を
切
り
開
く
た
め
に
、「
知
・
徳
・
体
」

を
基
盤
に
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と
が

大
切
で
す
。
家
庭
の
み
な
ら
ず
、
地
域
ぐ

る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
教
育
環
境
が
必

要
で
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
東
海
・
東
南
海
地

震
に
備
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ

る
災
害
や
事
件
、
事
故
か
ら
住
民
の
皆
さ

ま
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
防
災
、

防
犯
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
交
通

安
全
対
策
に
も
留
意
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多

様
化
な
ど
の
社
会
的
状
況
の
変
化
や
地
域

の
特
性
に
も
対
応
し
な
が
ら
「
み
ん
な
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
ま
ち
」
の
実

現
の
た
め
努
力
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
地
球
規
模
で
の
温
暖
化
対
策
や
環

境
保
護
の
取
り
組
み
が
重
要
な
テ
ー
マ
で

あ
り
ま
す
。
今
年
の
十
月
に
は
、
名
古
屋

市
で
生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会

議
（
C
O
P　

）
が
開
催
さ
れ
、
愛
知
県

１０

か
ら
全
世
界
へ
タ
イ
ム
リ
ー
な
環
境
対
策

の
情
報
発
信
が
行
わ
れ
ま
す
。
阿
久
比
町

も
「
ホ
タ
ル
飛
び
か
う
豊
か
な
自
然
の
ま

ち
」
と
し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め

る
た
め
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
資
源

循
環
型
社
会
へ
の
転
換
を
図
り
つ
つ
、
阿

久
比
町
の
景
観
に
配
慮
し
た
魅
力
的
な
市

街
地
の
形
成
を
画
し
、
将
来
の
ま
ち
の
イ

メ
ー
ジ
「
水
と
緑
豊
か
な
美
し
い
町
」
を

実
現
す
る
た
め
、「
う
る
お
い
、か
い
て
き
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
環
境
分
野
と
都
市
計
画

分
野
が
連
携
、
協
力
し
な
が
ら
、
諸
施
策

を
展
開
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ど
ん
な
に
生
活
が
便
利
に
な
っ
て
も
、

心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
自
然
の
大
切
さ

を
実
感
で
き
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
か

の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
下
村
脩

教
授
は
、
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
な
ど
の
研
究
を

通
し
て
緑
色
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質
の
発
見
と

い
う
画
期
的
な
業
績
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

下
村
教
授
の
言
葉
に
「
自
然
を
見
て
、
自

然
を
学
べ
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

自
然
は
、
私
た
ち
に
多
く
の
こ
と
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
美
し
い
自

然
を
未
来
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
た
め
私

た
ち
す
べ
て
が
、
英
知
を
結
集
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、
す
ば
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
八

月
の
国
政
選
挙
に
お
い
て
、
歴
史
的
な
民

主
党
へ
の
政
権
交
代
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

円
高
デ
フ
レ
で
日
本
経
済
も
苦
し
む
中
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
な
ど

日
常
生
活
に
国
民
が
不
安
を
抱
い
た
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　

地
方
に
お
い
て
も
、
社
会
経
済
環
境
の

急
激
な
変
化
や
住
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、

大
変
困
難
な
時
代
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
財
政
状
況
も
非
常
に
厳
し

い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
住
民
に
一
番
身

近
な
行
政
と
し
て
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
自
治
体
と
し
て
的
確
な
対
応
を

図
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
市
町
村
は
今
後
、
行
政
を
経
営
す
る

と
い
う
視
点
に
立
ち
、
行
政
運
営
の
仕
組

み
そ
の
も
の
を
変
え
る
構
造
改
革
が
必
要

で
す
。
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
や
目
標
管
理

シ
ス
テ
ム
な
ど
本
町
も
一
部
導
入
し
て
い

ま
す
が
、
民
間
に
お
け
る
経
営
理
念
、
よ

り
良
い
手
法
な
ど
民
間
の
活
力
を
可
能
な

限
り
導
入
し
、「
人
・
物
・
金
・
情
報
」
な

ど
の
限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
活
用
し
、
住

民
の
満
足
度
の
高
い
行
政
運
営
を
行
う
シ

ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。

　

教
育
を
取
り
巻
く
環
境
も
少
子
高
齢
化

や
、
核
家
族
化
な
ど
の
進
展
で
大
き
く
変

化
し
続
け
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

��������
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□問い合わせ先　学校教育課�（４８）１１１１（内２０２）

平成 ２２ 年の阿久比町の教育に思う

　新年あけましておめでとうございます。教育長を拝命して５年、町民の皆
さんには、本町の教育行政ならびに園・学校の教育活動に対して格別のご理
解とご支援を賜り、誠にありがとうございます。
　２０１０ 年幕開けにあたり、０歳～ １５ 歳までの保育・幼育・教育について、教育
長としての思いを語らせていただきます。

　人は奇跡と言われるほどの確率で、この世に生を受けます。以来、永々と
航海を続け、やがて終えんを迎えます。人生の長さは、人それぞれに違いは
ありますが、人として、日本人として、たった一つしかない命を、社会のた
め、人のため、家族のために燃やし続けるのです。その自分探しの旅、すな
わち「生涯学習」を積極的に支援・情報提供するのが教育委員会の使命です。
その基礎・基本を定着させる時代が０歳～１５歳、保育園、幼稚園、小中学校
なのです。
　かつて園、学校は「文化の伝承」を目的としていました。画一的な内容を、一斉に教え込む教育に邁進
してきました。したがって、指導法は、どのように問題を解けばよいかを教えていればよい時代でした。
しかし、今日のように科学技術の発展とともに、国際化、情報化の時代となり、日々刻々と変化する時代、
その伝えるべき内容が計り知れないほど多くなっています。その上、価値観の多様化、多極化により、「教
える教育」から「学ぶ教育」へと質的変換をせざるを得なくなりました。このような激動する教育現場の
中で、つまずきや戸惑いをもつ園児・児童・生徒がいることも確かです。

　さて、以前私が校長時代に教職員や保護者に提言したことを紹介します。
「毎日学校へまじめに登校し、きちんと授業を受けているにもかかわらず、学習内容が理解できずに取り
残された児童・生徒。だからといって学校を休むことなく、学校は毎日通う場と自ら言い聞かせ、授業に
参加し、４５分・５０分間じっと座っている、そんな子どもたちに何と声かけすればいいのだろうか。学校は、
問題行動を起こした子どもたちに目を向けがちである。それでいいのだろうか。教室の片隅でじっとしな
がらも頑張っている子どもたちに、教師は、学校はどれだけの目配りをしているだろうか。どの子も同じ
ように歩くことも見ることもできずに『オギャー』と泣いてこの世に生まれ出た。その子どもたちが義務
教育の９年間のどこかでつまずき、進級し、そのまま卒業していく。これを解決するには、保護者の協力
が最も大きな力となる。まさに、ここに学校と家庭・保護者の連携が不可欠となってくるのである」。

　学力低下が叫ばれ、いじめ、不登校など教育課題が山積する中、このような思いをもって、阿久比町幼
保小中一貫プロジェクトを立ち上げました。このプロジェクトがめざす「欠落なき教育」「落差なき教育」
「段差なき教育」を常に念頭に教育活動を進め、生活習慣、学習習慣の定着に邁進することが、まじめに
頑張る子を救うこととなると信じてやみません。それが、山積する教育課題の解消にもつながるものと自
負しています。そして、その最大の鍵は、学校、家庭、地域の一体化、学校支援地域本部の構築にありま
す。ご支援をよろしくお願いします。
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あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

●電照菊の栽培技術を競う

１２月２日、電照菊を栽培する農家でつくる阿久比花
き組合が、栽培技術などを審査する「電照菊ほ場共進
会」を開きました。
町内１５カ所のほ場を回り、知多農林水産事務所農業
改良普及課やあいち知多農協職員など８人が花の付き
具合や育成状況などを審査しました。主な受賞者は次
の通りです。　　　　　　　　　　（敬称略）
愛知県知事賞　水谷悟　阿久比町長賞　竹内勝義
阿久比町議会議長賞　下谷知幸
阿久比町農業委員会長賞　竹内誠敏

ハウスで電照菊を見る審査員

●落語で人権を考える

人権落語を披露する笑福亭松枝さん

●駅伝大会で親睦を図る

仲間と一緒にゴールするアンカー

●阿久比町から３人が出場

岡戸まつりさん（東部小４年）、棚辺愛里さん（東部
小５年）、浪岡槻乃さん（東部小５年）の所属するチア
ダンスチーム「チームヒマワリ」が、１１月下旬に東京
で開かれた全日本チアダンス選手権大会ポンポン・
ジュニアの部門で準優勝しました。
１２月７日、３人が町長室へ報告に訪れました。「練
習はつらくないですか」と町長が問い掛けると、「目
立つことが大好きだから大丈夫です」と笑顔で答えて
いました。３人の将来の夢は、「世界で活躍できるチ
アダンサー」になることだそうです。

左から浪岡さん、岡戸さん、棚辺さん

町スポーツ少年団交流大会が１２月６日、阿久比ス
ポーツ村で開かれ、スポーツ少年団に所属する８団
体が「駅伝」を通じて親睦を深めました。大会結果
は次の通りです。
高学年の部　優勝　ＡＦＣ　ＡＧＵＩ－Ａ、準優勝　阿東
パワーズ－Ｂ、第３位　白沢ベアーズ－Ａ
低学年の部　優勝　ＡＦＣ　ＡＧＵＩ－Ｃ、準優勝　ＡＦＣ
ＡＧＵＩ－Ａ、第３位　白沢ベアーズ－Ａ

落語家の笑福亭松枝さんを講師に迎え、人権教育推
進・人権啓発活性化事業講演会が１２月７日中央公民館
本館で開かれました。
この日は９０人が参加。環境や人権問題を取り上げ、

笑いの中にも、真剣な話を折り混ぜながら会場に集
まった参加者と人権について考えました。
最後に松枝さんは、「世の中はみんなで助け合い生

きていくことが大切だ」と話をまとめていました。

�������
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77月月

総合計画策定に向けた「まちづくり懇談会」
（～７月２２日　町内１０カ所）

１日

阿久比町安全安心町民大会
安全安心パトロールカーを４つの小学校に1
台ずつ配置

２日

社会を明るくする運動大会・青少年健全育成
推進大会

５日

町立図書館で「おたのしみかい」１８日

88月月

総合計画策定に向けた「町民まちづくり会議」
（～４日）

３日

あぐいふれあい盆踊りの夕べ１６日

町内交通死亡事故ゼロ１,０００日を達成２０日

伊勢湾台風５０年阿久比町防災訓練２３日

阿久比町新型インフルエンザ警戒宣言を発令２６日

衆議院議員総選挙３０日

99月月

敬老会１３日

阿久比谷虫供養（坂部地区）２３日

ダイヤモンド婚者・金婚者お祝いの会３０日

1100月月

第６１回町民体育祭レクリエーション大会１１日

親子ふれあい読書キャンペーン（～１１月７日）１３日

第２４回町民講座（阿木燿子さん）２４日

あぐい教育週間（～１１月７日）２４日

英比小学校開校１００周年記念式典２５日

第３０回阿久比町みんなの菊花展記念大会（～
１１月１日）

２７日

1111月月

文化の日・文化協会式典３日

８０２０運動表彰３日

第５８回文化祭（～８日）７日

幼保小中高一斉あいさつ運動（～２４日）１８日

第３２回産業まつり（～２２日）２１日

1122月月

愛知万博メモリアル第４回愛知県市町村対抗駅
伝競走大会阿久比町チーム町村の部５位入賞

５日

人権教育推進・人権啓発活性化事業講演会（笑
福亭松枝さん）

６日
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11月月

第１４回書初め大会５日

消防出初式１１日

第２３回凧あげ大会１１日

成人式１２日

第３１回健康づくりマラソン大会２５日

22月月

愛知県生物多様性キャラバンセミナー３日

小型動力ポンプ付軽自動車を日本損害保険協
会から寄贈

５日

町内４小学校の児童が２分の１成人式２４日

33月月

庁内エコアクションプランを策定
宮津板山古窯址郡調査報告書まとまる

町消防団観閲式８日

福祉フェスティバル２２日

44月月

「定額給付金」「子育て応援特別手当」の支
給を開始

町消防団入退団式５日

ほたるの幼虫観察会（～２３日）２２日

春だ！れんげだ！農業まつり（第１６回農業ま
つり）

２９日

55月月

レジ袋有料化スタート１日

生涯学習フェスティバル２００９（第３７回文協ま
つり）（～１７日）

１６日

新型インフルエンザ対策本部を設置１８日

スポーツ村で町小学校陸上競技大会２０日

ゴミゼロ運動２４日

66月月

花かつみ園一般公開（～１８日）４日

第２１回ほたるサミット in 米原に参加６日

梅まつり７日

幼保小中高一斉あいさつ運動（～２３日）１７日

「ホタルと一緒に自然を守らナイト」（～７月
１０日）を実施

２０日

ゲリラ豪雨に備えた情報収集訓練２３日

ホタル生息分布調査（～７月３日）２４日

ほたる観察会（～２７日）２６日

第３２回阿久比町消防団消防操法大会２８日
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一
月
十
一
日
は
阿
久
比
町
成
人
式
で
す
。

今
年
は
平
成
元
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
二

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
二

百
五
十
三
人
の
皆
さ
ん
が
対
象
で
す
。

　

成
人
式
は
二
部
構
成
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
一
部
は
町
が
主
催
で
式
を
開
き
、
新

成
人
を
祝
い
、
二
部
で
は
「
新
成
人
の
集

い
」
を
新
成
人
が
自
分
た
ち
で
企
画
し
て

い
ま
す
。

　

十
一
月
に
「
新
成
人
の
集
い
」
実
行
委

員
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
公
募
し
、

集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
十
五
人
。
阿
久
比

中
学
校
を
卒
業
し
て
五
年
、
久
し
ぶ
り
に

昔
の
仲
間
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

学
校
や
仕
事
の
終
わ
っ
た
後
に
中
央
公

民
館
に
集
ま
り
、
式
典
の
打
ち
合
わ
せ
や

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
毎
年
恒
例
で
す
が
、
実
行
委
員

の
メ
ン
バ
ー
に
大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み

出
す
二
十
歳
の
代
表
と
し
て
、
成
人
を
迎

え
て
思
う
こ
と
や
考
え
る
こ
と
を
聞
い
て

み
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
実
行
委
員
が

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
Ｃ
Ａ
Ｃ
」
の
番
組

『
ア
ン
ダ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
で
ら
こ
の
辺
の

話
題
で
す
け
ど
が
・
・
・
』（
一
月
放
送

分
）
に
出
演
し
、
収
録
で
「
大
人
へ
の
思

い
」
に
つ
い
て
語
っ
た
こ
と
も
併
せ
て
紹

介
し
ま
す
。

�
　
「
人
に
年
齢
を
聞
か
れ
て
『 
二  
十  
歳 
』

は 

た 

ち

と
口
に
出
し
て
答
え
た
と
き
」。

　
「
選
挙
に
行
っ
た
と
き
。僕
た
ち
の
一
票

で
国
が
動
く
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、

棄
権
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
し
た
」。

　
「
夜
一
人
で
外
を
歩
け
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き
。
後
ろ
を
振
り
向
く
回
数
が
減
り

ま
し
た
」。

　
「
仲
間
と
お
酒
を
飲
み
に
行
っ
て
、愚
痴

を
聞
い
た
り
、
悩
み
を
相
談
し
た
り
す
る

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�

と
き
」。

　
「
精
神
面
で
は
、親
に
頼
っ
て
ば
か
り
い

る
の
で
、
ま
だ
ま
だ
大
人
の
実
感
は
あ
り

ま
せ
ん
。
結
婚
し
て
自
分
が
子
ど
も
を
産

ん
で
親
に
な
っ
た
と
き
、
始
め
て
大
人
を

実
感
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。

　
「
就
職
し
て
自
分
で
お
金
を
稼
ぐ
よ
う

に
な
っ
た
と
き
」。

　
「
就
職
先
や
地
域
で
社
会
に
貢
献
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
」。

　
「
一
人
で
契
約
書
に
サ
イ
ン
を
し
た
と

き
」。

ケーブルテレビ「ＣＡＣ」収録の様子

　

今
年
町
内
で
成
人
式
の
対
象
と
な
る
方
は
二
百
五
十
三
人
。「
大
人
を
実
感
し
た
と
き
」、

「
理
想
の
大
人
と
は
・
・
・
」。
成
人
式
を
迎
え
る
二
十
歳
の
若
者
に
、
今
思
う
こ
と
考
え

る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

「新成人の集い」実行委員のメンバー
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�
　
「
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
、平
和
に
暮
ら

し
た
い
」。

　
「
安
定
し
た
収
入
の
あ
る
会
社
で
働
き
、

結
婚
し
て
子
ど
も
が
二
人
ほ
し
い
」。

　
「
仕
事
と
主
婦
を
両
立
さ
せ
て
、育
児
も

頑
張
り
た
い
」

　
「
社
会
の
中
で
、も
ま
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
」

　
「
新
し
く
お
母
さ
ん
に
な
る
人
の
支
え

と
な
る
よ
う
な
助
産
婦
さ
ん
に
な
っ
て
、

地
域
で
活
躍
し
た
い
」。

　
「
結
婚
し
て
森
に
小
屋
を
建
て
、冬
は
暖

炉
の
前
で
コ
ー
ヒ
ー
を
す
す
り
な
が
ら
、

家
族
で
だ
ん
ら
ん
し
た
い
。
夢
は
『
ビ
ッ

�
�
�
�
�
�
�
	

グ
ダ
デ
ィ
』
で
す
」。

　
「
子
ど
も
と
�
距
離
の
近
い
�
夢
や
幸

せ
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
学
校
の
先
生
に

な
っ
て
い
た
い
」。

�
　
「
周
り
の
人
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

協
調
性
の
あ
る
人
」。

　
「
人
や
自
分
自
身
の
面
倒
が
み
ら
れ
る
」。

　
「
自
分
の
行
動
や
言
動
に
責
任
が
取
れ

る
」。

　
「
社
会
に
出
て
、
自
分
の
意
見
を
持
ち
、

意
志
を
大
事
す
る
」。

　
「
現
実
を
し
っ
か
り
と
見
て
、家
族
の
こ

と
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」。

�
�
�
�
�
�
�
	

�
　
「
二
十
歳
に
な
っ
た
節
目
を
、
世
話
に

な
っ
た
親
や
親
戚
、
周
り
の
皆
さ
ん
に
感

謝
し
た
い
」。

　
「
大
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す

式
な
の
で
、
自
分
自
身
を
引
き
締
め
る
機

会
と
し
た
い
」。

　
「
甘
え
た
気
持
ち
を
子
ど
も
か
ら
大
人

へ
切
り
替
え
た
い
」。

�
　
「
観
光
名
所
が
な
い
。若
者
が
多
く
集
ま

り
、
遊
べ
る
場
所
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
た

い
」。

　
「
自
然
が
豊
か
で
、ほ
の
ぼ
の
し
た
雰
囲

気
が
好
き
。
住
宅
地
も
増
え
て
き
た
の
で
、

自
然
環
境
を
残
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
も
ら
い
た
い
」。

　
「
子
ど
も
や
高
齢
者
が
今
以
上
に
安
心

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
	


�

し
て
暮
ら
せ
る
町
に
し
て
ほ
し
い
」。

　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

理
想
的
な
大
人
を
目
指
す
道
は
険
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
せ
る
こ
と
な
く
一

歩
一
歩
、
夢
に
向
か
っ
て
前
進
を
続
け
、

少
し
で
も
理
想
に
近
づ
け
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
新
成
人
に
�
幸
�
あ

れ
。

　
「
新
成
人
の
集
い
」で
は
小
学
校
の
恩
師

か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
自
分
た
ち
で
編

集
し
、
披
露
す
る
予
定
だ
そ
う
で
す
。
ま

た
、中
学
校
の
恩
師
を
会
場
に
招
き
、ゲ
ー

ム
な
ど
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
は
、

参
加
者
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
、

何
日
も
か
け
て
真
剣
に
式
の
準
備
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。「
み
ん
な
で
い
い
思
い
出

を
つ
く
ろ
う
」。実
行
委
員
長
の
佐
藤
さ
ん

の
言
葉
に
力
が
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

－当日に向けての意気込みは
　「２０歳を迎え、お世話になった皆さんへ感謝ができ
るきっかけをつくる場にしたいと考えています。昔
の仲間と一堂に会するのは中学校を卒業して以来で
す。参加者が思い出を振り返りつつ、心に残るひと
ときを過ごしてもらえればと思います。実行委員全
員で式を盛り上げていきます」

�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�

�
�

�
��

�
�
�
�

新成人が生まれた年（１９８９年）
　阿久比町では１１月、町の東西を結ぶ
“夢の架け橋”「オアシス大橋」開通。
４月　消費税スタート（税率は３％）
６月　中国で天安門事件
１１月　ドイツでベルリンの壁崩壊
　携帯ゲーム機「ゲームボーイ」発売
　流行語「お局さま」、「ツーショット」
　流行歌「川の流れのように」（美空
ひばり）、「淋しい熱帯魚」（Wink）

式の準備に取り組む新成人
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１２５ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０へ問い合わせてください。最新
のメッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも

阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画 修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））阿久比町地域防災計画　修正（案）
パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））パブリックコメント（意見募集）

　町の地域防災計画は、地域における防災活動の効果的かつ具体的な実施
を図るため、指定行政機関などの防災業務計画や県の地域防災計画と一体
を成し、社会情勢の変化などに応じて常に実情に沿った計画としなければ
なりません。
　平成 ２１ 年２月に修正した「阿久比町地域防災計画」について、平成 ２１ 年
６月に修正された愛知県地域防災計画と十分な整合を図るため、阿久比町地
域防災計画修正（案）をまとめました。
　修正（案）について皆さんからの意見を募集します。提出された意見を参
考に平成 ２２ 年３月までに阿久比町地域防災計画をまとめる予定です。
○　意見募集案件名　　阿久比町地域防災計画修正（案）
○　公表方法　　町ホームページ（http://www.town.agui.lg/ka/bosai/）

に掲載および防災交通課窓口で閲覧できます。
○　意見の募集期間　　平成 ２２ 年１月 １５ 日～１月 ３１ 日
○　意見の提出方法　　案件名、住所、氏名、意見を記入して、電子メー

ル、ファックス、郵送（必着）、または直接防災交
通課の窓口（役場開庁時間内）へ提出してくださ
い。様式は問いません。前記のいずれかの方法に
より日本語で提出してください。

○　意見の取り扱い　　意見の概要と町の考え方はまとめて公表します。個別には回答しませんの
でご了承ください。公表の際には、住所、氏名などの個人情報は開示しま
せん。

○　提出先・問い合わせ先　　阿久比町役場総務部防災交通課　�（４８）１１１１（内２０８）
〒４７０-２２９２　阿久比町大字卯坂字殿越 ５０
電子メール　bosai@town.agui.lg.jp
ファックス　（４８）０２２９

※　パブリックコメント制度
　町の基本的な政策を立案する過程で素案を公表し、内容について住民の皆さんから意見を募集し
ます。提出された意見などを考慮し、町としての意思決定を行い、意見などに対する町の考え方を
公表します。

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンでででででででででででででででででででで年末交通安全キャンペーンで
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転をををををををををををををををををををを呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼びびびびびびびびびびびびびびびびびびびび掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる安全運転を呼び掛ける

　年末の交通安全県民運動（１２ 月 1日～ １０ 日）期間中の １２
 月５日、アピタ阿久比店で宮津団地交通少年団、交通安全
協会半田支部阿久比分会、モデル老人クラブのメンバーな
ど約 ５０ 人が交通安全キャンペーンを行いました。
　参加者は、積極的に啓発物品を配り「安全運転でお願い
します」。「飲酒運転はしないでください」などと、大きな
声を出して店頭で呼び掛けました。
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□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

�������	
������
　　理想の女性はどんな方でしょう。
　　「美しい女性」、「健康な女性」、「いつも明るく元気な女性」、どの女性も魅力的です。
　　そんな理想の女性を目指すための「ヘルス＆エイジレス講座」を開催します。
　　「健康でいつまでも若々しい女性になりたい」と思っている方、ぜひ参加してください。

□対　象　６４歳以下の女性
□場　所　町保健センター
□日程・内容

□定　員　各コース２０人
□申込期限　１月１５日（金）
□申し込み・問い合わせ先
　環境衛生課　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）
　希望のコース（複数でも可）を申し込みください。託児を希望の方は、申し込みの際にお知らせください。

※　１月２８日（木）は全コース合同開催
〈骨粗しょう症編〉

内　　　　容時　　間日にち
講話『歯周病は生活習慣病？！歯みがき健康法』
講師：若子歯科医院　若子　幸次氏
歯科健診、ブラッシング指導、骨密度測定（今年度まだ受けていない方）

午後１時３０分～午後３時１月２８日（木）

調理実習『食べて丈夫な骨を作ろう！～お料理教室～』
講師：管理栄養士　岡本　和代氏

午前１０時～午後０時１５分
２月２日（火）

運動実技『エイジレスな体を目指そう！～運動実技～』
講師：健康体操指導員　サンフェローズ　伊藤　敦子氏

午後０時３０分～午後２時

〈貧血予防編〉

内　　　　容時　　間日にち
調理実習『鉄分をたくさん取ろう！～貧血予防のお料理教室～』
講師：管理栄養士　岡本　和代氏

午前１０時３０分～
　　　　　午後０時４５分

１月２５日（月）
講話『貧血に負けないカラダをつくろう！』
講師：山田内科　山田　悟氏

午後１時～午後２時

骨粗しょう症編の１月２８日（木）と同じです。午後１時３０分～午後３時１月２８日（木）

〈更年期編〉

内　　　　容時　　間日にち
骨粗しょう症編の１月２８日（木）と同じです。午後１時３０分～午後３時１月２８日（木）
講話『更年期を楽しく過ごそう！』
実演『やってみよう！乳がん自己検診』
講師：社団法人愛知県助産師会　助産師　山口　みちる氏

午後１時～午後２時３０分２月３日（水）
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正
月
は
、
富
士
山
の
見
え
る
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
家
で
：
：
、
そ
う
考
え
て
い

た
健
太
は
、
一
人
で
新
幹
線
に
乗
っ
た
。

　

指
定
席
の
と
な
り
に
は
先
客
が
い
た
。

白
い
か
み
の
毛
を
た
ら
し
、
大
み
そ
か

だ
と
い
う
の
に
、
白
い
着
物
す
が
た
の

老
ば
だ
っ
た
。
す
わ
っ
た
健
太
に
、

「
ど
こ
へ
行
く
の
か
」

と
、
聞
い
た
。

「
静
岡
で
す
」

「
わ
し
も
そ
う
だ
」

　

ふ
た
り
の
会
話
は
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
静
岡
駅
に
着
い
た
時
、
老

ば
は
い
な
か
っ
た
。
景
色
に
見
と
れ
て

い
た
の
で
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
か
、

健
太
は
そ
う
思
っ
て
降
り
た
。

　

で
も
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
も
す
が

た
は
見
え
な
か
っ
た
。
健
太
は
首
を
か

し
げ
な
が
ら
駅
を
出
た
。

　

静
岡
は
父
さ
ん
の
故
郷
、
み
ん
な
大

喜
び
で
健
太
を
迎
え
て
く
れ
た
。

「
今
夜
は
、
う
ん
と
ご
馳
走
し
て
や
る

で
な
。
ゆ
っ
く
り
休
ん
ど
り
ぁ
」

と
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
言
わ
れ
た
が
、
ゲ
ー

ム
も
な
い
し
、
テ
レ
ビ
も
お
も
し
ろ
く

な
い
。
た
い
く
つ
に
な
っ
て
外
へ
出
た
。

　

で
も
別
に
行
く
所
も
な
い
。
よ
し
、

裏
山
に
上
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

　

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
か
ら
五
、
六
分
歩

く
と
浅
間
神
社
の
裏
山
を
上
る
道
が
あ

る
。
と
こ
ろ
が
道
は
意
外
に
荒
れ
て
い

た
。
や
め
よ
う
か
と
ま
よ
っ
た
。
で
も

頂
上
か
ら
の
す
ば
ら
し
い
富
士
山
を
見

た
か
っ
た
。

　

曲
が
り
く
ね
っ
た
山
道
を
上
り
始
め

た
が
、
だ
ん
だ
ん
心
細
く
な
っ
て
き
た
。

引
き
返
え
そ
う
と
し
た
時
、
う
す
暗
い

林
の
横
道
か
ら
、
ふ
わ
、
ふ
わ
：
：
と
、

何
か
白
い
も
の
が
近
づ
い
て
来
た
。

　

な
ぁ
ー
ん
だ
ぁ
？　

健
太
は
び
っ
く

り
し
て
立
ち
止
ま
っ
た
。

　

あ
ぁ
ー
っ
、
木
も
れ
日
に
照
ら
さ
れ

た
の
は
人
間
だ
っ
た
。
ま
っ
白
な
着
物

に
ま
っ
白
な
か
み
の
毛
を
肩
ま
で
た
ら

せ
た
、
あ
の
新
幹
線
の
老
ば
だ
っ
た
。

　

健
太
は
、
あ
ま
り
の
お
ど
ろ
き
に
声

も
で
ず
、
木
に
し
が
み
つ
い
た
ま
ま
身

動
き
も
で
き
な
か
っ
た
。
老
ば
は
そ
ん

な
健
太
の
先
を
横
切
っ
て
、
林
の
茂
み

の
中
に
消
え
て
行
っ
た
。

　

そ
の
夜
、
健
太
は
、
こ
ろ
げ
る
よ
う

に
逃
げ
て
来
た
こ
と
だ
け
は
か
く
し
て
、

新
幹
線
の
こ
と
や
裏
山
の
こ
と
を
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
に
話
し
た
。
お
じ
さ
ん
は
、

「
ふ
う
ん
」

と
、
首
を
か
し
げ
た
が
、
大
学
生
の
兄

ち
ゃ
ん
や
高
校
生
の
姉
ち
ゃ
ん
は
、
声

を
立
て
て
わ
ら
っ
た
。

　

で
も
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
「
そ
れ
、
山
ん

ば
だ
っ
た
か
も
し
れ
ん
」
と
、
ま
じ
め

な
顔
で
話
し
た
。

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
子
ど
も
の
こ
ろ
『
裏

山
に
ゃ
山
ん
ば
が
い
る
で
、
一
人
で
行

く
と
食
わ
れ
ち
ゃ
う
ぞ
』
っ
て
、
言
わ

れ
て
い
た
も
の
だ
。
山
ん
ば
は
、
山
に

住
む
女
の
魔
物
の
こ
と
よ
。
ま
っ
白
い

か
み
の
毛
を
の
ば
し
、
き
ば
を
む
き
出

し
て
人
を
食
い
殺
す
、
お
そ
ろ
し
い
魔

物
だ
」

　

話
を
聞
い
て
い
た
兄
ち
ゃ
ん
が
、

「
健
太
は
新
幹
線
の
老
ば
が
気
に
な
っ

て
い
た
ん
だ
。
そ
れ
に
山
道
が
こ
わ
く

て
、
見
え
も
し
な
い
も
の
が
心
の
中
で

重
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
な
」

と
勝
手
に
う
な
ず
く
と
、
姉
ち
ゃ
ん
が
、

「
そ
う
、
ゆ
う
れ
い
と
同
じ
よ
。
健
太

は
お
く
び
ょ
う
だ
か
ら
、
昼
間
の
ゆ
め

で
も
見
た
ん
で
し
ょ
」

と
、
ま
た
わ
ら
っ
た
。

「
ま
、
そ
れ
に
し
て
も
富
士
山
が
見
え

な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た
な
。
あ
し

た
は
元
日
だ
。
す
ば
ら
し
く
よ
く
見
え

る
所
へ
連
れ
て
っ
て
や
ろ
う
」

　

お
く
び
ょ
う
だ
っ
て
、
姉
ち
ゃ
ん
に

言
わ
れ
て
お
こ
れ
て
い
た
健
太
だ
っ
た

が
、
お
じ
さ
ん
の
う
れ
し
い
こ
と
ば
で

い
か
り
を
お
さ
え
た
。

　

で
も
、
新
幹
線
の
老
ば
も
裏
山
で
見

た
も
の
も
同
じ
だ
っ
た
ん
だ
：
：
。
健

太
は
ふ
と
ん
に
入
っ
て
か
ら
も
そ
う

思
っ
た
。

童
話
作
法
講
座　

し
ろ
や
ま
の
会

　
　
　
　
　

講
師　

寺　

沢　

正　

美
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新
し
い
コ
ー
ス
で
石
造
物
巡
り
の
「
ぶ

ら
り
旅
」
を
続
け
る
。

阿
久
比
神
社
の
「
阿
久
比
神
社
社
標
」

を
見
る
。
鳥
居
の
手
前
に
「
郷
社　

延
喜

式
内　

阿
久
比
神
社
」
と
大
き
な
文
字
が

記
さ
れ
た
、
見
上
げ
る
ほ
ど
高
い
社
標
が

立
つ
。

平
安
時
代
初
期
の
宮
中
の
記
録
が
書
か

れ
て
い
る
『
延
喜
式
』。
そ
の
第
九
と
第

十
の
「
神
名
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
神

社
を
「
式
内
社
」
と
呼
ぶ
。

式
内
社
は
由
緒
正
し
く
、
格
式
が
高
い

神
社
だ
と
い
わ
れ
る
。
阿
久
比
神
社
は
神

名
帳
に
「
知
多
三
座
」
の
一
つ
と
し
て
記

さ
れ
、
は
じ
め
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
尾
張
知
多
郡
の
「
一
宮
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
よ
う
だ
。

「
♪
一
番
は
じ
め
は
一
宮
（
い
ち
の
み

や
）
♪
と
歌
わ
れ
る
く
ら
い
だ
か
ら
、
一

宮
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
、
す
ご
い
こ
と
な

ん
で
し
ょ
う
ね
」
と
友
人
が
わ
ら
べ
歌
を

歌
い
な
が
ら
言
う
。「
確
か
に
そ
う
だ
ね

え
。
二
番
は
ど
こ
だ
っ
た
か
な
あ
」
と
私

が
聞
く
。「
・
・
・
・
・
」。

静
か
な
神
社
境
内
だ
が
、
大
晦
日
か
ら

元
旦
に
日
付
が
変
わ
る
こ
ろ
、
多
く
の

人
々
で
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る
だ
ろ
う
。

阿
久
比
神
社
を
後
に
し
て
、
細
道
を
南

へ
進
む
。
次
に
「
六
十
六
部
供
養
塔
」
を

探
す
。『
町
文
化
財
調
査
報
告
』
で
は
、

「
六
十
六
カ
所
の
霊
場
を
巡
礼
し
て
納
経

す
る
信
仰
が
あ
り
、
修
行
者
を 
六  
部 
と
も

ろ
く 

ぶ

い
う
」
と
解
説
が
さ
れ
る
。

道
路
脇
の
一
画
に
一
基
の
常
夜
燈
と
お

堂
を
見
つ
け
る
。
お
堂
の
中
を
の
ぞ
く
。

中
央
に
文
字
が
刻
ま
れ
た
高
さ
五
十
セ
ン

チ
ほ
ど
の
石
が
ま
つ
ら
れ
る
。

お
堂
近
く
の
民
家
を
尋
ね
る
。
男
性
が

「
六
部
さ
ん
の
こ
と
だ
ね
」
と
話
を
聞
か

せ
て
く
れ
た
。

修
行
途
中
の
六
部
が
行
き
倒
れ
て
し
ま

う
。
疫
病
が
は
や
り
、
村
人
が
こ
の
地
で

亡
く
な
っ
た
六
部
の
「
供
養
塔
」
を
ま
つ

り
、
願
を
掛
け
る
と
不
思
議
に
疫
病
が
終

息
し
た
と
い
う
。

「
今
で
言
う
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
ろ

う
ね
。
医
学
に
勝
る
先
人
た
ち
の
思
い
が

か
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
な
あ
。
春
祭
り

に
は
必
ず
�
六
部
さ
ん
�
の
前
で
子
ど
も

た
ち
が
囃
子
の
奉
納
も
す
る
し
、
阿
久
比

地
区
で
は
大
切
な
も
の
だ
よ
。
公
会
堂
の

近
く
に
は
�
行
者
さ
ん
�
も
い
る
し
、
帰

り
に
見
て
い
く
と
い
い
よ
」。

「
地
域
で
大
切
に
守
っ
て
い
く
。
難
し
い

こ
と
で
す
け
ど
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す

よ
ね
え
」。
行
者
堂
に
手
を
合
わ
せ
た
後
、

目
に
映
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
家
か
ら
温

も
り
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

阿久比神社入口に立つ“社標”

お堂の中にまつられる“六十六部供養塔”

N

至名古屋市 

阿久比インター 

阿
久
比
駅 

名
鉄
河
和
線 

阿久比町役場 

坂
部
駅 

丸山公園 

阿久比町 
勤労福祉センター 
エスペランス丸山 

丸山公園 
運動広場 

雲谷寺 

武道場 

至半田市 

知
多
半
島
道
路 

平泉寺 

阿
久
比
川 

東光寺 

正保寺 

オアシス大橋 オアシス大橋 

阿久比神社 

阿久比神社社標 阿久比神社社標 

六十六部供養塔 六十六部供養塔 
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　１１月２９日と１２月６日に中央公民館本館で「パパとつ

くろう　そば打ち体験」を開きました。

　阿久比メンズクラブの皆さんにそば打ちを教わりな

がら、親子で楽しい時間を過ごしました。

　打ち立てで、ゆでたてのそばは香りも食感も格別。

皆さんおいしいそばを打つことができて満足げでした。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「 パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ ととととととととととととととととととととと つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ ううううううううううううううううううううう
そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそ ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば 打打打打打打打打打打打打打打打打打打打打打 ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち 体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体 験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験 」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬のののののののののののののののののののののしししししししししししししししししししししつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけとととととととととととととととととととととマママママママママママママママママママママナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　１１月１４日、中央公民館本館の駐車場で「犬のしつけ
とマナー教室」を開きました。
　受講生は実際飼っている犬を連れて参加しました。
動物保護管理センターの指導員による説明や実演のあ
と、自分の犬で「おすわり」や「伏せ」などの練習を
しました。
　飼い主・犬ともに頑張り、最後は全員に動物保護管
理センターから修了証が授与されました。

歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
－ 知多半島  歴史いろいろ －

◆日　時　２月２日（火）・２月９日（火）
　　　　　２月 １６ 日（火）・２月 ２３ 日（火）
　　　　　午後２時～午後３時 ３０ 分（全４回）
◆場　所　中央公民館　３０１ 号室
◆内　容　「知多半島　歴史いろいろ」をテーマに４人の
　　　　　講師が講演します。
◆講　師　日本福祉大学教授　福岡猛志　氏　ほか
　　　　　※　講師都合により変更する場合があります。
◆対　象　原則町内在住、在勤の方
◆定　員　１００ 人（応募多数の場合は抽選）
◆受講料　８００ 円（４回分）
◆申込期限　１月 １５ 日（金）
◆申し込み・問い合わせ先
　社会教育課　�（４８）１１１１（内２６２）
　電子メール shakyo@town.agui.lg.jp



広報あぐい　２０１０年１月１日号

15

InformationInformation

お知らせ  
InformationInformation

�
　

平
成
二
十
二
年
度
阿
久
比
町
学
校
給
食

用
購
入
物
資
納
入
業
者
の
指
定
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

　

希
望
の
方
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
ま
で

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
受
付
期
間　

一
月
四
日（
月
）〜
二
十
九

日（
金
）

※　

申
請
書
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
す
。

□
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
給
食
セ

ン
タ
ー　

�（
４
８
）５
１
１
１

�
　

農
林
業
の
生
産
構
造
や
就
業
構
造
に
つ

い
て
、
五
年
ご
と
に
調
査
す
る
も
の
で
す
。

統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
調
査
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
課　

�（
４
８
）

１
１
１
１
（
内
２
３
５
）

�
　

新
入
学
、
転
編
入
学
、
特
科
（
聴
講

生
）
の
募
集
を
し
ま
す
。

□
募
集
人
員　

　

普
通
科　

約
二
百
八
十
人

□
応
募
資
格

・
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
今
春
中
学
校

を
卒
業
見
込
み
の
方
、
中
学
校
卒
業
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
方
な
ど
。

�

�

�

�

�

�

�

	

�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

・
転
編
入
学
は
、
高
等
学
校
で
一
部
単
位

を
修
得
し
た
方
。

□
出
願
期
間

・
新
入
学
の
前
期
選
抜
は
二
月
二
十
六
日

か
ら
三
月
一
日
ま
で
、
後
期
選
抜
は
三

月
三
十
日
か
ら
四
月
二
日
ま
で
（
前
期

は
土
曜
・
日
曜
日
含
む
）

・
転
編
入
学
は
三
月
十
一
日
か
ら
三
月
十

五
日
ま
で
（
日
曜
日
除
く
）。
特
科
は

三
月
十
七
日
〜
二
十
一
日

□
選
抜
日

・
新
入
学
の
前
期
選
抜
は
三
月
七
日
、
後

期
選
抜
は
四
月
四
日

・
転
編
入
学
は
三
月
二
十
二
日

□
選
抜
方
法

・
新
入
学
は
書
類
審
査
、
作
文
、
面
接

・
転
編
入
学
は
書
類
審
査
、
学
力
検
査

（
国
・
数
・
英
）
、
面
接

・
特
科
は
書
類
審
査

□
願
書
交
付

　

新
入
学
は
二
月
一
日
か
ら
、
転
編
入
学

と
特
科
は
二
月
二
十
四
日
か
ら

□
問
い
合
わ
せ
先

　

刈
谷
東
高
校　

� 
０
５
６
６（
２
１
）

３
３
４
９

　

Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.kariyahigashi

‐ h.aichi

‐ c.ed.jp  
（
閲
覧
の
み
）

�
　

若
年
未
就
職
者
（
お
お
む
ね
三
十
歳
未

満
）
を
対
象
に
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
期
間
は
一
年
間
で
す
。

□
募
集
科
目
・
定
員

・
一
宮
高
等
技
術
専
門
校
機
械
加
工
科

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

　

三
十
人

・
高
浜
高
等
技
術
専
門
校
電
気
工
事
科

　

二
十
人

□
応
募
資
格　

転
職
を
し
よ
う
と
す
る
方

な
ど
で
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
今
春

中
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
方
、
中
学
校

卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
方
。

□
募
集
期
間　

一
月
七
日（
木
）〜
二
月
五

日（
金
）

□
選
考
日　

二
月
十
二
日（
金
）

□
選
抜
方
法　

入
校
を
希
望
す
る
高
等
技

術
専
門
校
で
面
接
と
筆
記
試
験
を
実
施

□
入
校
日　

四
月
七
日（
水
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

一
宮
高
等
技
術
専
門

校　

�
０
５
８
６（
５
１
）１
２
５
１
、

高
浜
高
等
技
術
専
門
校　

�
０
５
６
６

（
５
３
）０
０
３
１

�
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
ど
で
は
、

障
害
の
あ
る
方
が
参
加
で
き
る
創
作
活
動

の
イ
ベ
ン
ト
を
、
ア
ト
リ
エ
Ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ

ｔ
ｅ
（
あ
ん
だ
ん
て
）
と
の
共
同
企
画
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
か
き
ぞ
め
」
を
行
い
ま
す
。

□
日　

時　

一
月
十
六
日（
土
）　

午
前
十

時
〜
正
午

□
場　

所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

ん
ど
元
浜
事
業
所
（
東
海
市
元
浜
町

　

）
１０

□
対
象
者　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精

神
障
害
の
あ
る
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る

児
童

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


□
参
加
費　

四
百
円

□
定　

員　

十
人
（
先
着
順
）

□
募
集
期
間　

一
月
五
日（
火
）〜
一
月
十

四
日（
木
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
ど
元
浜
事
業
所

�
０
５
６
２（
３
９
）２
７
７
８

　

電
子
メ
ー
ル

shien@
vanilla.ocn.ne.jp

�
　

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
は
、
東
海

市
・
知
多
市
・
阿
久
比
町
・
東
浦
町
の
委

託
事
業
と
し
て
、
障
害
の
種
別
を
問
わ
ず

障
害
者
の
福
祉
や
生
活
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

障
害
に
関
す
る
困
り
事
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
の
巡
回
相
談
と
、
家
族
同
士

の
支
え
あ
い
や
つ
な
が
り
の
た
め
の
家
族

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

□
日
時
・
場
所

□
予
約
受
付　

一
月
四
日（
月
）〜
一
月
十

五
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

障
が
い

者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談
担
当

�
０
５
６
２（
３
１
）７
１
７
３

�
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�

�

�

１月２３日（土）

知多市福祉活動センター
相
談
室

午前１０時～正午
巡
回
相
談

研
修
室

午前１０時３０分
　　　　～正午

家
族
教
室

東浦町勤労福祉会館
研
修
室

午後２時
　　～午後４時

巡
回
相
談

写
真
室

午後２時３０分
　　～午後４時

家
族
教
室
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Information

お知らせ  
InformationInformation

�
　

一
般
の
方
を
対
象
に
、
法
律
・
税
金
・

監
査
・
会
計
・
土
地
家
屋
の
測
量
・
登
記
・

不
動
産
・
賃
金
の
鑑
定
・
年
金
・
労
務
・

各
種
営
業
許
可
申
請
・
特
許
・
意
匠
・
商

標
な
ど
の
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。
相

談
内
容
は
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

□
日　

時　

一
月
二
十
四
日（
日
）午
前
十

時
〜
午
後
三
時
半

□
場　

所　

ナ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
三
Ｆ
「
デ
ザ
イ
ン
ホ
ー

ル
」（
名
古
屋
市
中
区
栄
）

□
主　

催　

名
古
屋
自
由
業
団
体
連
絡
協

議
会

□
問
い
合
わ
せ
先　

日
本
弁
理
士
会
東
海

支
部　

�
０
５
２（
２
１
１
）３
１
１
０

�普
通
救
命
講
習

　

救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
を

学
ぶ
講
習
で
す
。

□
日
時
・
場
所

　

二
月
二
十
二
日（
月
）　

午
後
一
時
半
〜

午
後
四
時
半　

半
田
消
防
署
北
部
出
張

所
□
定　

員　

二
十
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中

部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
北
部
出
張

所　

�（
２
８
）５
１
１
９

上
級
救
命
講
習

　

上
級
救
命
講
習
と
は
従
来
の
救
命
講
習

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

�

に
加
え
傷
病
者
管
理
や
副
子
固
定
、
熱
傷

の
手
当
て
、
搬
送
法
を
学
ぶ
講
習
で
す
。

□
日
時
・
場
所

　

二
月
二
十
四
日（
水
）　

午
前
九
時
〜
午

後
六
時　

半
田
消
防
署

□
定　

員　

三
十
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中

部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
半
田
消
防

署　

�（
２
１
）１
４
９
２

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp
/̃chitachu/

�□
日　

時　

一
月
二
十
九
日（
金
）　

午
後

二
時
〜

□
場　

所　

中
部
国
際
空
港
第
二
セ
ン
ト

レ
ア
ビ
ル
四
Ｆ
セ
ン
ト
レ
ア
ホ
ー
ル

□
入
場
料　

無
料

□
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
開
港
五
周
年
を
祝
う
祭
り
唄　

瀬
友
会

（
常
滑
市
瀬
木
地
区
山
車
梶
方
）
に
よ

る
常
滑
木
遣
り
な
ど

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

・ 
講　

演　

　

「
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
と
セ
ン
ト

レ
ア
の
役
割
」　

廻　

洋
子
淑
徳
大
学

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授

　

「
こ
れ
か
ら
の
半
田
の
観
光
ま
ち
づ
く

り
の
可
能
性
」　

榊
原
純
夫
半
田
市
長

□
問
い
合
わ
せ
先　

常
滑
商
工
会
議
所　

�（
３
４
）３
２
０
０

�
　

地
方
分
権
と
道
州
制
に
つ
い
て
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

一
月
二
十
六
日（
火
）午
後
三

時
〜
午
後
四
時
四
十
分

□
場　

所　

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー　

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
Ａ（
名
古
屋
市
東
区
）

□
講　

師　

金
井
利
之
東
京
大
学
教
授

□
参
加
料　

無
料

□
定　

員　

百
五
十
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
総
務
部
総
務
課　

�
０
５
２

（
９
５
４
）６
０
２
７　

電
子
メ
ー
ル

som
ubu

‐som
u@
pref.aichi.lg.jp

�□
日
に
ち　

二
月
六
日
（
土
）

□
場　

所　

あ
い
ち
臨
空
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

実
証
研
究
エ
リ
ア
「
新
エ
ネ
体
験
館
」

（
常
滑
市
り
ん
く
う
町
３
‐
６
‐
３
）

□
料　

金　

無
料

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

□
時　

間　

①
午
前
十
時
十
五
分
〜
午
前

十
一
時
②
午
後
二
時
半
〜
午
後
三
時
十

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

五
分

□
講　

師　

サ
イ
エ
ン
ス
演
芸
師
「
善

ち
ゃ
ん
」

□
内　

容　

着
せ
か
え
空
気
砲
な
ど

□
対　

象　

小
学
生
以
下
の
場
合
は
保
護

者
同
伴

□
定　

員　

各
回
百
人
（
先
着
順
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

□
時　

間　

①
午
前
十
一
時
半
〜
午
後
零

時
十
五
分
②
午
後
四
時
〜
午
後
四
時
四

十
五
分

□
内　

容　

ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン
ま
わ
れ
磁
石

ご
ま

□
対　

象　

小
学
三
年
生
以
上
と
保
護
者

□
定　

員　

各
回
五
十
人
（
先
着
順
）

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
産
業
労
働
部

新
産
業
課
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
グ
ル
ー

プ　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
３
５
１

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/s

hin

‐ san/shinene_area/index.htm
l

�
　

来
年
度
第
一
学
期
（
四
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学
は
テ

レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。

□
出
願
期
限　

二
月
二
十
八
日

□
問
い
合
わ
せ
先　

放
送
大
学
愛
知
学
習

セ
ン
タ
ー　

�
０
５
２（
８
３
１
）１
７

７
１

�
�
�
�
�
�
�
�
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� �
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� �
� �
� �
� �
� �

ごみ収集
・ １月３日（日）まで休業します。

各地区年始燃えるごみ収集日
　　●福住・福住園高台・阿久比団地・板山・高根台・メイツ巽

ケ丘・白沢・白沢台・草木
　　　　収集開始日　１月４日（月）
　　●横松・萩・宮津・宮津団地・宮津山田・坂部・卯之山・阿

久比・椋岡・矢口・高岡・植・大古根
　　　　収集開始日　１月５日（火）

家庭系・事業系ごみの東部知多クリーンセンターへの搬入について
　　　　搬入開始日　１月４日（月）午前８時３０分から

１月の資源ごみ・燃えないごみの収集
　下記地区は、通常の収集日と異なりますので注意してください。
（１月のみ）

※「阿久比町分別収集カレンダー」を確認のうえ収集日以外には
ごみを絶対に出さないでください。

し尿くみ取り
・ １月３日（日）まで休業します。
・ １月４日（月）から平常日程でくみ取りをします。
・ 申し込みは、町指定のし尿くみ取り券取扱所でお早めに。

１月の資源ごみ・燃えないごみの収集日地　区　名

第２・第４金曜日白沢・白沢台
第３・第５金曜日草木

□問い合わせ先　環境衛生課
　�（４８）１１１１（内３１０・３１７）

○印は平常業務　　■は休み
１　　月

施　設　名 ５日
（火）

４日
（月）

３日
（日）

２日
（土）

１日
（金）

○○阿久比町役場
�48-1111

○○保健センター
�48-1111

○中央公民館
�48-1111※

○町立図書館
�48-6231

○勤労福祉センター
�48-6644※

○ふれあいの森
�48-8431※

○阿久比スポーツ村
�49-2500※

○草木グランド
�49-2500※

○白沢グランド
�49-2500※

○板山グランド
�49-2500※

○○丸山公園武道場
�48-6644※

○○○○半田斎場
�27-8700

死亡届・出生届など戸籍の届出、火葬の利用手続きは、役場
宿直室で受け付けます。

※印の施設は、平成２１年１２月２８日（月）８時３０分から平成２２
年１月５日（火）８時３０分まで予約システムでの予約を休止
します。（空き状況の確認はできます）

～～～～～～～～～～～～～～～～～

年始公共施設の休み案内 ごみ収集・し尿くみ取り

�
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�
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今
回
は「
国
際
生
物
多
様
性
年
」で
す 

　

今
年
は
生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ　

）
開
催
の
年
で

１０

す
。
今
月
か
ら
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ　

豆
知
識
」

１０

を
連
載
し
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ　

を
紹
介
し
て

１０

い
き
ま
す
。

　

第
一
回
目
は「
国
際
生
物
多
様
性
年
」

に
つ
い
て
で
す
。

　

国
際
連
合
（
国
連
）
で
は
、
あ
る
事

項
に
対
し
て
特
に
力
を
入
れ
て
問
題
解

決
を
図
る
こ
と
を
全
世
界
の
団
体
や
個

人
に
呼
び
か
け
る
た
め
、「
国
際
○
○

年
」
を
総
会
で
定
め
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
〇
年
は
、「
現
在
の
生
物
多
様

性
の
損
失
速
度
を
二
〇
一
〇
年
ま
で
に

顕
著
に
減
少
さ
せ
る
」
生
物
多
様
性
条

約
の
目
標
年
と
い
う
節
目
に
当
た
り
ま

す
。
こ
の
年
を「
国
際
生
物
多
様
性
年
」

と
す
る
こ
と
が
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月

の
国
連
総
会
で
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
二
〇
〇
九
年
は
「
国
際
天

然
繊
維
年
」、
二
〇
一
一
年
は
「
国
際
森

林
年
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
意
義
あ
る
年
の
メ
ー
ン
行
事
が
、

十
月
に
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ

る
Ｃ
Ｏ
Ｐ　

で
す
。

１０

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
環
境
部
環

境
政
策
課　

�
０
５
２（
９
５
４
）６

２
４
６

□
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.pr

ef.aichi.jp/0000017686.htm
l
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，６２８　　（＋３２）

人　口　２５，２２３人（＋３４）

　男　　１２，５００人（＋２７）

　女　　１２，７２３人（＋７）

（　　）は前月との増減数

１１月中の異動

　出生　１７　転入      ８５

　死亡　２３　転出      ４５

平成２１年１２月１日現在

人 口 と 世 帯

　２０１０年も皆さんに町のホットな話題や情報を満載して、読みやすく親しみの持て
る「広報あぐい」を作っていきたいと思います。ホームページや役場庁舎東側に設置
してある電光掲示板からも、随時迅速に情報発信します。こちらもご覧ください。 
　今年もよろしくお願いします。 

広報編集スタッフ一同 


